
リペア・リビルド普及プロジェクトチーム ビジョン

【１ 設立趣旨】

あいちサーキュラーエコノミー推進プラン（2022年3月策定）に基づき、リペア・

リビルドモデルの具体化に向け、製造、販売、リース、利用、修理、メン

テナンスなどを担う事業者が連携して、設備や整備の長寿命化につな

がるリペア・リビルドの普及や有効な仕組みづくりを行う。

＜メンバー＞  （8者）

加山興業㈱、㈱小桝屋、サハシ特殊鋼㈱、㈱ダイセキ、日本エンジン㈱、

㈱ビジネスサポートOJT、芙蓉総合リース㈱、三井住友トラスト・パナソニックファイナンス㈱

＜アドバイザー＞ 名古屋大学大学院 環境学研究科 教授 谷川寛樹

＜オブサーバー＞

三井住友信託銀行㈱、経済産業省中部経済産業局、環境省中部地方環境事務所

・フランスでは、国内で販売される電子機器に「修理しやすさ（リペアビリティ）」の評

価の表示を義務化。（2021年1月）

・アメリカ連邦取引委員会は「修理する権利を制限するメーカーの慣行に対する法

的措置を強化する」ことを表明。（2021年7月）

・「成長志向型の資源自律経済戦略（2023年3月策定）」では、リペア等製品の適切

な長期利用を行う産業の育成を推進。

・「循環経済工程表（2022年9月策定）」では、リペア、メンテナンス、サブスクリプショ

ンなどのストックを有効活用しながら、サービス化や付加価値の最大化を図る新た

なビジネスモデルの取組を推進。

・「地球温暖化対策計画（2021年10月策定）」では、都市・地域の脱炭素に向け、イ

ンフラの長寿命化を推進。

【２ リペア・リビルドを取り巻く状況】

【５ 方針と取組】

方針①：ニーズの高いリペア・リビルド領域の

明確化
・リペア・リビルドのニーズ、市場性の把握

・個別技術のシーズ調査

・長寿命化のネックとなるパーツの洗い出し

・メリットを生み出すビジネスモデルの検討

方針③：新技術・サービスの拡充
・特定の製品や設備に対して、使用状況を把握 

するセンシング技術やAI/IoTの活用

・ビッグデータの活用等による長寿命化のネック

  要素の解析

・既存のリペア技術の新たな分野への応用

方針②：高付加価値なオプションの提供
・リペア・リビルドと連動した製品・設備の利用状 

況等のモニタリング

・LCA評価を通じたリペア・リビルドによる資源循

環性、CO2削減等の効果の見える化

方針⑤：経営戦略・事業戦略の明確化
・サーキュラーエコノミーの観点を踏まえた経営 

戦略・事業戦略・事業計画の策定

・策定した戦略や計画に関する社内周知、社外  

発信

【４ 目指す姿】

～フロー型社会からストック型社会への変革～ 『リペア・リビルドネットワークの形成』

【３ 課題】

１ リペア・リビルドがより社会に普及するための、産業

としての活性化

２ 単純な修理の枠を超えた新たな付加価値の創出

３ リペア・リビルド品の品質向上、安定的確保を図る 

技術・サービス力の強化

４ リペア・リビルドが当たり前に実施される文化を

醸成していくための、地域における仕組み・体制

づくり

５ リペア・リビルド産業の成長や利用拡大につな

がるソフトローを含めた制度作り

・不正パーツ、
粗悪品の防止

メンテナンス業者 利用者製造業者 販売業者 回収業者

PaaS（リース・レンタル ・
サブスクリプション）事業者

・修理の選択肢の確保
・修理のセカンド
オピニオン化

・ニーズに応じた
アップグレード

・修理・技術の提供
・交換パーツ・ツールの
販売

・リペアビリティ
や部品の共通化の
提案

・修復性・耐久性
情報の提供

・易交換に関する要望

リペア、リビルド、リファービッシュ、リマニュファクチュアリング、リユース、リフォーム、リノベート、レストア業者

【６ 進め方】

・製品メリット、
デメリットの
開示

・修理への迅速な
対応の確保

・リースとリペア
のパッケージ化
の提供 ・リビルド

品の確保

・廃棄から
リサイクル
への促進

「ストック型社会」は、大量生産、大量消費、大量廃棄につながるフロー型社会からの脱却を図るため、価値あるモノを製造し、長期
間にわたり使用する社会である。長期間使用することで資源生産性や環境効率の改善が図られ循環型社会の実現に貢献するととも
に、サーキュラーエコノミーへの移行を加速する。また、長期利用は製品製造の抑制につながり、エネルギー削減や自然資源減少に
よる、脱炭素社会や自然共生社会への貢献にも期待できる。

 耐用年数の長い財や大型で廃棄処理しづらい財、資産価値が高い財など、価値あるモノを長寿命化していくためにはリペア・リビ
ルド技術の活用が不可欠である。本プロジェクトチームでは、既存の販売・流通チャネルに、リペア・リビルドを加え、業務提携や協業
によって新たなパートナーシップが構築された循環ビジネスを創出していくとともに、ひいては、多種多様な製品の長寿命化に向け、
異業種・他業種が連携するリペア・リビルドネットワークの形成を目指す。

資 源 生 産

リサイクル 利 用

価値あるモノ
を長期間利用

（※2024年3月18日現在）

生産設備 建機 トラクター 自動車 船舶 太陽光パネル 住宅 電子製品 大型家電 インフラ

【リペア・リビルドネットワークのイメージ】

・修理への迅速
な対応の確保

・修理計画の提案

・リビルド品
の提供

・技術の共有
・技術の共有
・修理情報の提供

・知る権利の普及

ネットワークによる一元化（マッチング機能、修理情報のデータベース化等）

＜ストック型社会＞

＜価値あるモノづくり＞

リペア・リビルドの普及に向け、連携可能な
パートナーを発掘しながらネットワークの拡充
を図るとともに、リペア・リビルドへのニーズ
を把握しながら事業化に有効な領域を決定し、
５年を目処に新たなビジネス展開への足がかり
をつくる。

リペア・
リビルド

方針④：新たな連携の拡大
・リース等と連携した幅広い分野での対応

・使用状況を把握できるような利用者との関係づ 

くり（PaaS、サブスクリプションモデルなど）

・保証・保険等と連携した利用者サービスの確保

（2024年3月18日策定）
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